
嵐山町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

嵐山町版スーパー・シティプロジェクト ～暮らしの中に幸せを感じられる瞬間を～

概
要

幸せを感じられる瞬間の積み重ねにより、住んでよかったと思えるまちを目指す。
・町内各地のにぎわい創出による、「ひと」同士の交わりの中で居場所を感じる幸せ。
・IT等による利便性等の向上や防災・減災機能の強化により、安心した「くらし」を送れる幸せ。

課
題

・人口減少、少子高齢化等による都市の空洞化、都市機能の低下及びコミュニティ・地域見守り機能の低下
・空き家・空き店舗・耕作放棄地等の増加
・公共交通の確保
・頻発する災害に対応した持続可能な防災インフラの確保

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

駅周辺や地域の交流拠点を中
心とした、にぎわいの創出

中長期
（5年～10
年）

・学校再編に伴う町の教育機能の集約、再編後の
学校跡地活用による町民の生活満足度・利便性の
向上
・空き家・空き店舗のリノベーション及び地域の交
流拠点の整備によるにぎわいの創出

・学校跡地活用
・地域活性化のための人材育成

ス
マ
ー
ト

IT等を活用した、生産性・安全
性・利便性等の向上

中長期
（5年～10
年）

・ドローン等の最新技術を活用したスマート農業の
拡大
・IT等を活用した地域見守りシステム、電子自治体
及び公共交通システム等の構築
・ICカード等を活用した公共施設の利用促進

・スマート農業技術
・自治体DX
・新たな公共交通システムの検
討、実証実験

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

防災・減災機能及び災害対応
力の強化

中長期
（5年～10
年）

・道路等の公共施設の耐震性の確保や防災機能
整備による社会基盤の強靭化
・公共施設等における再生可能エネルギーの導入
及び蓄電池等の整備

・衛星電話の設置
・再生可能エネルギーの導入
・蓄電池の整備

町全域



嵐山町版スーパー・シティプロジェクト ～暮らしの中に幸せを感じられる瞬間を～

コンパクト

・学校再編による跡地活用
・空き家・空き店舗対策 など

レジリエント

※学校再編後のイメージ図です。

・道路等の公共施設耐震化
・防災機能整備
・再エネ導入・蓄電池整備 など

嵐山町マスコットキャラクターむさし嵐丸

第６次嵐山町総合振興計画より

スマート

第２次嵐山町都市計画マスタープランより

・スマート農業の拡大
・IT等を活用した、公共交通シ

ステムの構築や地域見守り、
公共施設の管理 など

武蔵嵐山駅

嵐山町役場

ふれあい交流
センター

嵐山小川IC

北部交流センター

新校建設予定地
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